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永年のご功績をたたえます　秋の叙勲

　
中
島
さ
ん
は
昭
和
　
年
に

32

大
崎
町
消
防
団
に
入
団
し
、

昭
和
　
年
に
大
崎
町
消
防
団

58
中
央
分
団
長
、
平
成
元
年
１

月
に
大
崎
町
消
防
団
副
団
長

に
推
薦
さ
れ
、
平
成
５
年
ま

で
の
　
年
間
の
長
き
に
わ
た

37

り
終
始
一
貫
消
防
精
神
を
貫

か
れ
、
団
員
の
融
和
、
団
結

を
基
調
と
し
、
そ
の
資
質
の

向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
昭
和
　
年
に
発
生
し
た

35

三
文
字
地
区
の
大
火
の
際
、

広
報
並
び
に
消
火
活
動
を
行

い
、
被
害
の
拡
大
の
防
止
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
 瑞
  宝
  単
  光
  章
 】
消
防
功
労

ず
い
 ほ
う
 た
ん
 こ
う
 し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
中
島
幸
雄
さ
ん
（
　
）
＝
上
三
文
字
＝

77

（
元
大
崎
町
消
防
団
副
団
長
）

　
肥
後
さ
ん
は
昭
和
　
年
に

58

保
護
司
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、

現
在
ま
で
保
護
司
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
そ
の
間
、
平
成
８

年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
の
　

18

10

年
間
は
、
大
崎
町
保
護
司
会

会
長
と
し
て
そ
の
重
責
を
果

た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
保
護
司
と
し
て
、

非
行
や
犯
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
が
地
域
の
な
か
で
早
期
に

更
生
で
き
る
よ
う
適
切
な
助

言
や
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

更
生
保
護
行
政
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
犯
罪

や
非
行
防
止
の
啓
発
活
動
や

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の

活
動
を
率
先
し
て
行
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

【
 藍
  綬
  褒
  章
 】
更
生
保
護
功
績

ら
ん
 じ
ゅ
 ほ
う
 し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
肥
後
秀
幸
さ
ん
（
　
）
＝
高
　
尾
＝

77

（
保
護
司
）

１
　
監
査
の
対
象

敢
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行

柑
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理

桓
備
品
の
管
理
状
況

２
　
実
施
日
程

　
町
長
部
局
、
議
会
、
教
育
委
員
会
、

農
業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

つ
い
て
、
平
成
　
年
1
月
　
日
か
ら

19

15

平
成
　
年
２
月
　
日
ま
で
実
施

19

23

３
　
監
査
結
果
お
よ
び
意
見

敢
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ

い
て

　
平
成
　
年
度
の
事
務
に
関
す
る
事

18

務
事
業
に
つ
い
て
、
経
済
的
、
効
率

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
主
眼
と

し
、
法
令
お
よ
び
条
例
等
の
定
め
に

従
っ
て
事
務
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る

か
を
監
査
し
た
。

　
監
査
の
結
果
、
各
会
計
と
も
予
算

の
効
率
的
執
行
に
よ
り
計
画
さ
れ
た

事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
所
期
の
目

的
を
達
成
し
て
お
り
、 健
全
な
財
政

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

た
。

　
工
事
請
負
費
に
つ
い
て
は
、
抽
出

に
よ
り
現
場
監
査
を
実
施
し
た
が
、

設
計
書
に
基
づ
き
適
正
な
工
事
執
行

が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。

柑
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
健
全
経
営
が
な
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
今
後
も
、
安
全
か
つ
安
い
水
の
安

定
供
給
に
最
善
の
企
業
努
力
を
さ
れ

た
い
。

桓
備
品
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
購
入
の
備
品
に
つ
い

17

て
、
現
物
確
認
と
管
理
利
用
状
況
を

監
査
し
た
結
果
、
全
般
的
に
よ
く
管

理
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
一
部

に
お
い
て
、
備
品
番
号
の
記
入
も
れ

の
不
備
が
見
ら
れ
た
。

　
備
品
は
、
町
の
財
産
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
の
で
、
現
物
を
常
に
把
握
し

有
効
利
用
す
る
と
と
も
に
、
不
用
な

物
は
廃
棄
処
理
を
行
う
な
ど
適
正
な

管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

棺
そ
の
他

　
事
務
処
理
等
に
お
い
て
依
然
と
し

て
不
備
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
事

務
処
理
お
よ
び
書
類
作
成
の
際
は
、

十
分
注
意
し
な
が
ら
正
確
な
処
理
を

心
が
け
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
監
査
の

過
程
で
指
摘
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
特
に
留
意
さ
れ
た
い
。

　
平
成
　
年
２
月
　
日

19

26

　
大
崎
町
監
査
委
員
　
四
本
庸
一

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
高
野
初
雄

　
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
１
項
及
び
第
４
項
並
び
に
大
崎
町
監
査
委
員
条
例
第
４
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
平
成
　
年
度
会
計
に
係
る
定
例
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
同
法

18

１
９
９
条
第
９
項
並
び
に
同
条
例
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。
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